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はじめに 

血算試料は例年同様、生全血を用い、凝固検

査用試料は昨年度より引き続き凍結乾燥品を使

用しました。フォトサーベイは出題を 6 問とし、

細胞の提示のみとしました。今年度より、

JAMTQC よる集計となりました。機器別、試薬

別などの詳細な集計結果は総括統計表をご覧く

ださい。また、グラフも JAMTQC の機能を使

用し作成しました。例年に比べ、詳細なグラフ

にはなっておりませんが、今後より見やすいグ

ラフを作成出来ればと思っております。 

 

１．試料 

血算用試料は調査前日の午前に健常者 2 名か

らそれぞれ保存血用バッグに採取し、試料 3 は

原液のまま、試料 4 は生食で希釈して EDTA-

2K 加試験管へ注入し、1 夜冷蔵保存したものを

保冷状態で配布しました。染色評価用の標本は、

試料配布前日に健常者から採血した検体から直

ちに塗抹標本を作製しました。また塗抹作製の

技術を評価するために配布された試料 3 を用い

て各施設で塗抹標本を作製してもらいました。

フォトサーベイは末梢血普通染色標本から 6 種

類の異常を含む血液細胞を選びました。凝固検

査用試料は凍結乾燥血漿 2 濃度を用いました。 

 

２．参加施設数 

 血算は 130 施設、血液像・フォトサーベイは

69 施設、凝固は 66 施設の参加がありました。 

 

３．評価方法 

 血算は、全データを棄却データがなくなるま

で 3SD で反復切断した全体平均値を目標値と

設定して、日臨技精度管理基準を参考にし、B

評価を間に設けた表①の評価基準で評価しまし

た。 

フォトサーベイは長野県血液研究班の審議

下で細胞を出題しております。正解を A 評価、

不正解を D 評価としています。 

血液塗抹標本の評価については各項目点数

を設定し、満たさない場合は減点とする減点方

式により評価しました。引き方と染色性を合計

し、満点で 19 点。A 評価 19～17 点  B 評価

16～15 点 C 評価 14～13 点 12 点以下を D

評価としました。評価基準を元に、同様に長野

県血液研究班の審議の下で評価しました。こち

らで事前に塗抹しておいたスライドを送付、染

色したもので、主に染色性を評価し、配布した

血算サーベイ試料で作成した塗抹標本で厚さや

引き方を評価するものとしました。評価基準は

表②の通りです。 

凝固検査は、血算と同様に求めた平均値と標準

偏差から SDI を計算してあります。PT-INR を

評価対象としました。評価は試薬別とし、日臨

技精度管理基準（表③）としました。試薬別平

均値から±15%以内を A 評価、±20%以内を B

評価、±40%以内を C 評価、±40%を超えた値

を D 評価としました。 

 

４．データ解析 

 血算はメーカー間差や同一メーカー内での機

種間差も少なからずあります。凝固検査は測定

機種や、試薬、キャリブレータの種類によりデ

ータに差があります。血算にもまして標準化の

難しい項目です。 

 

【WBC】反復棄却後の CV は試料 3 で 3.1％、

試料 4 で 3.5％、試料 3 では 123/130 施設が A

評価、試料４では 124/130 施設が A 評価と良

好な結果が得られました。 

 

【RBC】反復棄却後の CV は試料 3 で 1.6％、

試料４で 1.9％、試料 3 では 128/130 施設が A

評価、試料４では 126/130 施設が A 評価と良

好な結果が得られました。 

 

【Hgb】反復棄却後の CV は試料 3 で 1.5％、

試料４で 1.9％、試料 3 では 127/130 施設が A

評価、試料４では 124/130 施設が A 評価と良

好な結果が得られました。 

 

【Hct】反復棄却後の CV は試料 3 で 2.4％、試

料 4 で 2.5％、試料 3 では 127/130 施設が A 評

価、試料４では 125/130 施設が A 評価と良好

な結果が得られました。 

 

【MCV】反復棄却後の CV は試料 3 で 2.3％、

試料 4 で 2.5％、試料 3 では 129/130 施設が A

評価、試料４では 128/130 施設が A 評価と良

好な結果が得られました。Siemens が高値傾向

でした。 

 

【Plt】反復棄却後の CV は試料 3 で 3.8％、試

料４で 4.6％、試料 3 では 127/130 施設が A 評

価、試料４では 130/130 施設が A 評価と良好

な結果が得られました 

 

【MCH】この項目は評価対象外です。反復棄却

後の CV は試料 3 で 1.5％、試料 4 で 2.0％で

した。 

 

【MCHC】この項目は評価対象外です。反復棄

却後の CV は試料 3 で 2.9％、試料 4 で 3.0％

でした。 



 

【PT】PT-INR の反復棄却後の CV は 10％で、 

評価対象施設 59/59 施設が評価 A でした。使用

数の少ない n 5 以下の試薬は評価対象外としま

した。評価対象外施設は 7 施設でした。 

 

【Fib】この項目は評価対象外です。反復棄却後

の CV は試料 5 で 5.0％、試料 6 で 5.0％でし

た。 

 

【APTT】この項目は評価対象外です。APTT の

反復棄却後の CV は試料 5 で 4.1％、試料 6 で

12.0％でした。ドライヘマト APTT は試料 6 で

低値傾向です。 

 

【塗抹標本作製・染色】 

血液像検査は、主観が多く入る検査であり、

評価方法の項のように基準を明確にし、血液研

究班で評価を行っております。 

今回、64/69 が A 評価でした。昨年同様に良

好な結果となりました。しかし、現行の評価方

法だと不良標本であるにも関わらず評価 A にな

りえるため、今後評価基準の見直しをおこない

ます。 

 

【フォトサーベイ】 

 

[写真 1]：大きさは約 12～15μm。核の長径と

短径の比率が 3：1 以上、かつ、核の最 小幅部分

が最大幅部分の 1/3 以上で長い曲がった核を持つ。

好中球桿状核球として出題しました。正解率は 

80%でした。 

 

 [写真 2]：大きさは約 15～18μm。核はやや繊

細で核小体が確認できる。細胞質は好塩基性で

アズール顆粒が確認できる。前骨髄球として出

題しました。しかし、写真では核は成熟傾向に

見え、骨髄球との回答も多かったことから研究

班で検討し、前骨髄球・骨髄球の両回答を正解

といました。正解率は 100％でした。（前骨髄球：

56% 骨髄球：44%） 

 

 [写真 3]：大きさは約 17～18μm。細胞質は灰

白色で空砲を認めます。核形は馬蹄形を呈し、

核クロマチンは微細網状です。単球として出題

しました。正解率は 100％でした。 

 

[写真 4]：大きさは約 12～15μm。核は２分節

で、細胞質に好塩基性の顆粒が充満しています。

成熟好塩基球として出題しました。正解率は

98％でした。 

 

 [写真 5]：細胞質に微細な淡紫色に染まるアズ

ール顆粒を有する血小板が凝集しています。血

小板の周囲にはフィブリン糸が析出しています。

血液凝固による血小板凝集として出題しました。

正解率は 91％でした。 

 

[写真 6]：大きさは約 6～8μm。細胞質は赤色

調で核クロマチンは凝集している。有核赤血球

として出題しました。正解率は 98％でした。 

 

５．まとめ 

血液部門全般で良好な結果でしたが、例年同

様にメーカー間、機器間、試薬間で差が見られ

ました。また、入力間違いと思われる結果が例

年よりも多く見られました。入力間違いでも評

価は下がってしまいますので、入力後の見直し

をして下さい。 

昨年度より PT-INR を評価対象としました。

今年度も良好な結果であり、今後も評価対象と

して継続していきます。 

フォトサーベイでは正答率は良好な結果と

なりました。設問 2 では回答が前骨髄球と骨髄

球の 2 つに割れてしまい、両方の回答を正解と

しました。今後は、サーベイに適切な設問をし

っかり選定するように研究班にて検討して行き

ます。 

塗抹標本作製では例年通り良好な結果とな

りました。しかし、現行の評価方法だと不良標

本であるにも関わらず評価 A となります。今後

は評価基準を見直し、適切な評価とフィードバ

ックが出来るように検討したいと思います。 
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表②　塗抹標本評価基準表
計 19点 評価内容

塗抹面の長さ 1点 塗抹部分はスライドグラスの1/2～3/4の長さ　1）　2）　3）

塗抹面の厚さ 1点
標本の引き終わりから1/5～1/3位の部位で観察すると
赤血球が比較的密で、かつほとんど重ならずほぼ1層を
なしていること　1）

1点 引き終りがほぼ直線であること　1）　2）　3）

1点 標本の辺縁が直線であること　1）　2）　3）

1点 塗抹面に穴がないこと　　1）　2）　3）

1点 塗抹面に不規則な縞模様ができないこと　1）　2）　3）

1点 引ききってあること（引き終っていること）　1）　2）　3）

1点 全体的な赤みや青み　4）

1点 全体的な染色の濃淡濃さ、薄さ　4）

1点 核染色の濃淡　4）

赤血球1点 1点 適切な濃さに染色されている　4）

1点 顆粒が染まっている　4）

1点 適切な濃さに染色されている　4）

1点 顆粒が綺麗に染まっている　4）

1点 核網がべったりとしていない　4）

1点 細胞質に程度な塩基性がある　4）

1点 顆粒があればきれい　4）

1点 クロマチン構造が見える　4）

1点 細胞質の淡青色がきれい　4）
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表①　血算評価基準
項目 評価項目 目標値（中央値） A評価 B評価 C評価 D評価
WBC 全体平均値 ±10％以内 ±15％以内 ±20％以内 ±20％を超えた値
RBC 全体平均値 ±4％以内 ±6％以内 ±8％以内 ±8％を超えた値
Hb 全体平均値 ±4％以内 ±6％以内 ±8％以内 ±8％を超えた値
Ht 全体平均値 ±6％以内 ±9％以内 ±12％以内 ±12％を超えた値
MCV 全体平均値 ±6％以内 ±9％以内 ±12％以内 ±12％を超えた値
MCH 評価対象外
MCHC 評価対象外
Plt 全体平均値 ±12％以内 ±18％以内 ±24％以内 ±24％を超えた値

目標値（中央値） A評価 B評価 C評価 D評価

PT-INR 試薬別平均値 ±15%以内 ±20%以内 ±40%以内 ±40%以上

 表③ PT-INR評価基準



図 1 血球計数値の分布図 
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図２ 凝固検査-分布図 
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図 3 フォトサーベイ 
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図 1 血球計数値の分布図 
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図２ 凝固検査分布図 
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図 3 フォトサーベイ 

 


